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園
学
術
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だ
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平
成
元
年
二
月
日
本
学
術
会
議
広
報
委
員
会

◇
　
第
十
四
期
の
特
別
委
員
会

　
昨
年
一
〇
月
の
第
一
〇
六
回
総
会
で
決
定
さ
れ

た
、
日
本
学
術
会
議
の
第
一
四
期
活
動
計
画
で
は
、

活
動
の
重
点
目
標
と
し
て
、
①
人
類
の
福
祇
・
平

和
及
び
自
然
と
の
係
わ
り
を
重
視
す
る
学
衛
の
振

興
、
②
基
礎
研
究
の
推
進
と
諸
科
学
の
整
合
的
発

展
、
③
国
際
関
係
の
重
視
と
国
際
的
寄
与
の
拡
大
、

の
三
本
の
柱
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
重

点
目
標
を
踏
ま
え
て
、
多
方
面
の
科
学
者
に
よ
っ

て
溝
成
さ
れ
る
賦
本
学
術
会
議
に
ふ
さ
わ
し
く
各

分
野
に
わ
た
っ
て
広
く
対
応
し
、
か
つ
、
第
　
四

期
中
に
適
切
な
形
で
報
告
・
提
言
に
取
り
ま
と
め

る
べ
き
具
体
的
課
題
と
し
一
五
の
銀
鮒
を
選
定
し

て
い
る
。

　
こ
の
度
設
置
さ
れ
た
七
つ
の
特
別
委
員
会
は
、

上
記
の
具
体
的
課
題
の
う
ち
、
従
来
か
ら
常
設
さ

れ
て
い
る
六
つ
の
常
置
委
員
会
で
取
り
扱
う
も
の

を
除
き
、
か
つ
、
緊
急
に
調
査
審
議
を
行
う
必
要

の
あ
る
七
課
題
に
対
癒
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
各
特
別
委
員
会
の
名
称
及
び
任
務
等
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

◇
平
和
及
び
国
際
摩
擦
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長
：
用
田
　
侃
（
第
二
部
会
員
）

　
（
任
務
）
国
際
的
視
野
と
我
が
国
が
置
か
れ
て

　
　
　
　
い
る
地
域
的
状
況
や
特
性
を
踏
ま
え
て
、

　
　
　
　
国
際
摩
擦
（
文
化
的
・
政
治
経
済
的
・

　
　
　
　
技
術
的
等
）
の
解
決
と
平
和
に
関
す
る

　
　
　
　
総
合
的
な
研
究
の
推
進
の
在
り
方
や
そ

　
　
　
　
の
体
制
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

◇
医
療
技
術
と
社
会
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長
・
・
水
越
治
（
第
七
部
会
員
）

　
（
任
務
）
　
医
療
技
術
の
急
速
な
進
展
は
、
灘
然

　
　
　
　
科
学
の
分
野
だ
け
で
な
く
、
人
文
・
社

　
　
　
　
会
科
学
の
領
域
に
も
種
々
の
問
題
を
提

　
　
　
　
起
し
て
い
る
。
様
々
な
医
療
技
術
に
係

　
　
　
　
わ
る
社
会
的
側
薗
を
総
合
的
に
検
討
す

　
　
　
　
る
。

◇
生
命
科
学
と
生
命
工
学
特
別
委
員
会
委
員

　
　
長
：
井
上
英
二
（
第
七
部
会
員
）

　
（
任
務
）
　
生
命
科
学
と
生
命
工
学
の
推
進
方
策

　
　
　
　
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
急

　
　
　
　
速
な
進
歩
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ら
と
人
間

　
　
　
　
・
社
会
及
び
自
然
と
の
係
わ
り
に
つ
い

　
　
　
　
て
も
総
合
的
に
検
討
す
る
。

◇
農
業
・
農
村
問
題
特
別
委
員
会

　
　
委
ロ
貝
長
：
水
間
　
畝
旦
（
第
六
部
会
員
）

　
（
任
務
）
　
農
業
・
農
村
の
も
つ
食
糧
生
産
や
環

　
　
　
　
境
保
全
等
の
多
面
的
機
能
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
近
年
の
圏
際
的
・
国
内
的
状
況
を
踏
ま

　
　
　
　
え
つ
つ
、
文
化
・
経
済
・
自
然
・
都
市

　
　
　
　
と
の
係
わ
り
で
幅
広
く
検
討
す
る
。

◇
輪
質
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
聞
題
乱
特
別
委
聞
貝
会

　
　
委
員
長
：
上
之
園
親
佐
（
第
五
部
会
員
）

　
（
任
務
）
　
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
と
利
用

　
　
　
　
の
問
題
を
検
討
す
る
。
そ
れ
に
伴
う
自

　
　
　
　
然
及
び
人
間
社
会
へ
の
好
ま
し
く
な
い

　
　
　
　
影
響
を
防
止
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
も

　
　
　
　
問
題
を
検
討
す
る
。

◇
人
間
活
動
と
地
球
環
境
に
関
す
る
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長
：
吉
野
正
敏
（
第
四
部
会
員
）

　
（
任
務
）
　
近
年
、
経
済
社
会
活
動
の
拡
大
等
を

　
　
　
　
背
景
に
、
人
間
活
動
が
環
境
に
及
ぼ
す

　
　
　
　
影
響
が
地
球
的
規
模
で
広
が
っ
て
お
り
、

　
　
　
　
深
刻
化
す
る
可
能
性
を
強
め
て
い
る
。

　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
人
間
活

　
　
　
　
動
と
地
球
環
境
の
問
題
等
を
検
討
す
る
。

◇
高
度
技
術
化
社
会
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長
：
佐
藤
　
豪
（
第
五
部
会
員
）

　
（
任
務
）
　
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
メ
カ
ニ
ク
ス

　
　
　
　
等
の
技
術
の
発
展
・
普
及
が
社
会
に
及
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ぼ
す
影
響
、
社
会
の
情
報
化
・
技
術
化

　
　
　
　
と
人
間
と
の
調
和
等
に
つ
い
て
検
討
す

　
　
　
　
る
。
ま
た
、
巨
大
な
技
術
シ
ス
テ
ム
と

　
　
　
　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
ク
タ
ー
と
の
関
連

　
　
　
　
に
つ
い
て
も
安
全
確
保
と
人
間
性
確
保

　
　
　
　
の
立
場
か
ら
検
討
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
各
特
別
委
員
会
は
、
発
足
以
来
現
在

ま
で
に
各
々
二
～
三
園
の
会
議
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
委
員
会
に
よ
っ
て
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
に

沿
っ
た
具
体
的
な
審
議
課
題
や
今
後
の
審
議
計
画

等
に
つ
い
て
熱
心
に
審
議
を
進
め
て
い
る
。
今
後

の
審
議
の
成
果
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
、
審
議
成
果
が
発
表
さ
れ
次
第
、
紹

介
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
な
お
、
以
上
の
七
つ
の
特
別
委
員
会
の
ほ
か
に
、

先
般
の
総
会
の
申
合
せ
に
よ
り
、
本
年
の
四
月
総

会
に
お
い
て
、
人
間
の
科
学
特
別
委
員
会
（
仮
称
）

を
追
加
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
「
人
間
の

科
学
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
具
体
的
検
討
方
法
が

複
雑
で
あ
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
若
干
の
整
理
を

行
っ
た
後
に
、
特
別
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
こ
と

に
し
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
検
討
会
を
設
置
し

て
問
題
点
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
史
林
』
投
稿
規
定

　
本
誌
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

　
○
論
説
　
四
〇
〇
字
詰
八
○
枚
以
内

　
○
研
究
ノ
ー
ト
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
以
内

　
○
研
究
動
向
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
以
内

　
○
書
評
　
四
〇
〇
字
詰
二
〇
枚
以
内

　
○
紹
介
　
四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
度

◇
論
説
に
は
四
〇
〇
字
以
内
の
「
要
約
」
と
「
欧

　
文
要
約
」
を
添
付
の
こ
と
。

◇
研
究
ノ
ー
ト
・
研
究
動
向
・
書
評
に
は
、
「
欧

　
文
タ
イ
ト
ル
」
の
み
添
付
の
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

　
送
り
先
　
史
林
編
集
委
員
会

　
　
　
　
〒
六
〇
六
　
　
み
尽
都
士
日
影
山
租
区
士
鼠
出
太
つ
町
刃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

編
集
後
記

　
会
員
の
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

連
日
、
隣
国
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
悲
惨
な
映
像
は
、

歴
史
を
学
ぶ
身
に
か
っ
て
な
い
衝
撃
を
与
え
ま
し

た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
表
現
の
自
由
が
確
保
さ
れ

る
こ
と
の
重
要
性
を
、
編
集
委
員
の
一
人
と
し
て

あ
ら
た
め
て
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
さ
て
第
七
二

巻
三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
十
四
世
紀
の
イ
ラ
ン
を
対
象
と
す
る
岩
武
論
説
、

十
九
世
紀
の
日
本
と
く
に
脚
光
を
あ
び
る
近
代
天

皇
制
に
関
す
る
井
上
論
説
、
十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス

撒
育
問
題
を
論
ず
る
天
野
論
説
、
一
一
十
世
紀
の
モ

ン
ゴ
ル
に
関
す
る
生
駒
論
説
と
地
域
、
時
代
と
も

に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
充
実
し
た
論
文
が
四
本
並

び
ま
し
た
。
富
岡
氏
著
書
に
つ
い
て
の
書
評
を
含

め
て
御
味
読
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
小
林
行
雄
博
士
の
計
報
を
掲
載
い
た
し

ま
し
た
。
研
究
者
に
限
ら
ぬ
広
い
層
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
博
士
の
御
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
圭
）

一
飲
舞
謂
二
語
翻
定
価
δ
o
o
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料
五
二
円

　
史
　
林
　
第
七
二
巻
第
三
号
（
通
巻
第
三
五
五
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

中使史
旧事長

萎緯書

社琶蠕会
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